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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

京都のお土産の定番「八ツ橋」。ひとくくりに八ッ橋と言っても、「八ツ橋」「生八

ツ橋」「餡入りの生八ツ橋」など形も味も様々です。材料はほぼ同じで、米粉と

砂糖にニッキなどを使用しています。本来の八ツ橋はやや丸みをおびた短冊形

の焼き菓子で、そのいわれは江戸時代中期にさかのぼります。

箏の名手であり作曲家でもあった八橋検校は、「六段の調べ」など数々の名作を

生み出し、近世筝曲の開祖と称えられました。亡くなって黒谷の金戒光明寺に

ある常光院に葬られましたが、墓参に訪れる人の絶えることがありませんでした。 

そのため参道の茶店が彼にちなんだ琴の形をした菓子を出したのが八ツ橋の

始まりとされています。一方、生八ツ橋は材料の配合を変えた全く別のお菓子

です。その生八ツ橋に餡をくるんだものが餡入り生八ツ橋です。一番最初に

作られた餡入りの物は今の三角ではなく半円状のもので南座の近くで歌舞伎に

因んだお菓子として売り出されました。全国的に有名になったのは京都らしい

名前の「おたべ」が出てからです。現在は品数も更に増えて迷うほどある八ツ橋

ですが、あまり食べたことのない京都の人が多いという面白い一面もあります。

～八ツ橋～
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